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たかしまの風
〈学校教育目標〉 「ゆたかな心、たしかな力」の育成

学校HPも随時更新

中学部・高等部 持久走大会を行いました
１２月２日（月）、高等部は運動場で持久走大会を行いました。２０分間、諦めずに自分のペースを守り、
記録を伸ばしていました。当初の目標を大きく上回る生徒がたくさんいました。
中学部は１２月１３日（金）、県南運動公園で実施しました。中学部の生徒も、１周４００ｍのトラックを自
分のペースで粘り強く目標に向かって挑戦しました。保護者の皆様、応援ありがとうございました。

子供の情報安全意識や情報モラルの向上について
冬休みが近づいてきました。冬休みも病気やけが、交通事故に留意し、新しい年を迎えてほしいと思
います。また、ＳＮＳ等の利用も注意が必要です。
本県においても、インターネットやＳＮＳ等の利用に起因する犯罪被害にあう児童生徒が増加していま
す。ネット上（ＳＮＳ等）で知り合った直接の面識がない人と絶対に合わない、個人情報を掲載しない、自
分の下着姿や裸等の画像を撮影・送信しない、他人を誹謗中傷する書き込みを行わないこと等を家庭
でも見守りや注意喚起をお願いします。

【悪ふざけの投稿が取り返しのつかない事態に…】
店の中や公共施設などで悪ふざけをしている様子を撮影した動画や写真を、インターネット上に投稿す
る人が後を絶ちません。こうした投稿をすると、大きな問題に発展してしまう可能性があります。
投稿を見た人から非難のコメントが殺到したり、ＳＮＳの過去の投稿などから個人情報を特定され、問
題の投稿と一緒にインターネット上に拡散されたりする可能性があります。
一度、拡散された情報を完全に消すことは難しく、インターネット上にずっと残り続けることになってしま
います。このような投稿をする子供たちは友達だけに見せるつもりで投稿しているものと
思われますが、インターネット上に投稿したものは不特定多数の人に見られています。自
分の投稿を友達しか見ることができないサービスを利用したとしても、友達が投稿内容
を保存し、他の友達に送るなど、こちらが意図しない形で情報が広まってしまうことがあ
ります。
そうした危険性を子供たちに理解させるとともに、人の迷惑になるような行為を絶対に
しないこと、また、そのような行為を撮影・投稿しないことを家庭でも再確認をお願いします。


